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6月定例会
　平成２5年第２回定例会は、６月6日に開会し12日に閉会しました。
　専決処分報告6件、報告７件、条例7件、補正予算3件、その他４件を審議し
可決承認しました。

（単位：千円）

平成25年度 一般会計補正予算（第1号）主要施策

項　目 説　明 予算額 備　考

総務費

総合計画策定等支援業務委託 6,500 総額11,500千円、期間2年債務負担行為

社会資本整備総合計画策定業務委託 4,000 旧まちづくり交付金事業　浜町地区
第2期整備計画策定

起業支援型地域雇用創造事業委託 7,569 地域資源活用　ブランド化促進事業
（全額県補助金）

民生費 私立保育園整備事業補助金 152,273 御岳保育園・浜町乳児保育園
（うち県補助金104,688千円）

農林水産
業費

有害獣被害防止対策事業補助 4,500 電気柵等設置

単独土地改良費 10,000 農道舗装・水路改修等
浦田水路施設整備 19,999 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業
竹林整備竹資源利活用事業委託 4,828 緊急雇用創出事業（全額県補助金）
森を育てる間伐材利活用事業補助金 48,047

有害鳥獣捕獲隊助成金 16,028
特定鳥獣（シカ、サル）1,750千円
緊急捕獲対策（イノシシ・シカ）8,600千円
捕獲隊50千円

商工費

山都ころっけ経営戦略策定業務 5,537 山都ころっけ本舗（全額県補助金）
八朔祭負担金 12,000

商店街町づくり事業補助金 39,940 浜町街路灯131基整備
（総事業費109,397千円）

観光施設改修工事 30,000 そよ風物産館改修工事、清和天文台ほか

土木費

道路維持費 154,600
道路新設改良事業 200,404 瀬戸福良線など全16路線
道整備交付金事業 368,213 長谷埋立線など全8路線
大矢野原演習場周辺民生安定事業 64,618 上鶴線
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業 19,999 鍛冶床線

社会資本整備総合交付金事業 486,243 長谷花立線など全9路線のほか橋梁、
トンネル等点検調査委託費

自然災害防止事業 20,000 米生滝下線、旅草梶原線ほか
市街地整備事業 8,500 浦川線、千寿苑横道路

消防費 非常備消防補助金 4,700 消防団運営補助金

教育費

小学校施設整備費 20,000 潤徳小学校ほか3校　体育館漏水防止等

中学校施設整備費 11,500 蘇陽中校舎漏水防止、
矢部中体育館照明等改修など

体育施設整備費 17,000 馬見原体育館ほか3施設の改修工事
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Q  現在の総合計画は、合併時、旧矢部町、清和村、蘇陽町の総合計画を持ち寄って作ったもの
で、今回は、山都町独自の計画となる。どのような方法で策定するのか。コンサル任せではな
く、住民の声を取り入れるべきである。

A  コンサル任せではなく、住民の声を反映させたものにしたい。地域課題を洗い出し最優先に2
年かけて策定していきたい。

Q  過疎集落等自立活性化推進交付金について、制度はわかるが、その中身は。
A  米づくりセミナーや収穫祭などのイベントを通じて、棚田米を評価してもらい、ブランド化を図る。

Q  浦田水路の場所は。
A �陣野から貯木場方面へ流れる水路である。
Q  以前、予算化はしなかったか。
A  測量、設計費を計上した。
Q �現場の状況から、圃場整備をしながら水路の付け替えができないか。
A  上流域は狭く圃場整備はできないが、水路の付け替えについては地権者の理解があれば方
法を検討する。

Q  商店街まちづくり事業補助金について、実行事業費は1億939万円となるが、事業主体は各商
店街か。また、町としてアドバイスはするのか。

A��6つの商店街の連合体を作り、その連合体が主体となるが、町も関与していく。今事業は25年度
で完工する。

Q  公営住宅等長寿命化対策業務委託料について、何をするのか。
A��住宅の耐震化、寿命化を調査するものである。

Q  こども自転車大会運営助成金について、自転車による交通事故が増えている中であるが、実際
に自転車大会に出場されているのか。

A  現在の参加校は中島小学校のみ
である。校長会で参加の要請をし
たい。

Q  山都町文化財保存整備事業補助
金について、何をするのか。

A��大川阿蘇神社の舞台補修費であ
る。

平成25年度山都町一般会計補正予算（第1号）

■債務負担行為（山都町総合計画（第2次）策定支援業務委託料）

■総務管理費、地域振興費

■農業費、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業費

■商工費、商工振興費

■住宅費、公営住宅等管理費

■小学校費、学校振興費

■社会教育費、文化財保護費

大川阿蘇神社　農村舞台
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　鳥獣による農林産物への被害は深刻な状況にある中、町では、鳥獣被害防止対策協議会
を設立し、関係機関と連携しながら対策を講じているところです。しかしながら、近年、有害
駆除の担い手である狩猟者は減少し、またその高齢化が進んでいます。このような現状の中、
鳥獣被害防止対策をさらに推進するため、法律に基づき、山都町鳥獣被害対策実施隊を設
置することになりました。

１　町は、町が立案する被害防止施策に
積極的に取り組むことが見込まれる人
を、実施隊員として任用します。

２　実施隊員は、町の特別職の非常勤職
員です。

３　報酬は、日額 2,950 円です。
４　公務による災害について補償されます。

����� 　（担当　山都町役場白糸事務所　
農林振興課　電話　72-1136）

Q  特例期間が終わった後はどう
なるのか。

A��平成26年3月31日を過ぎたら、
元の額に戻る。

Q��給与の減額分の総額は、どれく
らいになるのか。

A��約2,200万円である。
Q  合併してその後経費削減の努

力を続けている自治体には、一
律ではなく、緩やかに措置して
ほしかったが。

A  今回の減額措置は、大震災の
復興財源等に充当するための
ものであり、これまでの人件費
削減とは目的が異なっている。全国で8,500億円の減額で、その配分先は、大震災復興に
1,000億円、緊急防災や減災のために4,500億円、残り3,000億円は人件費の削減努力をし
た地方公共団体に地方交付税として再配分される。

Q  交付税を減額する措置での要請であったが、これについて、上益城郡内では町村会とかで
協議が行われたのか。

A  協議は行われていない。各町において、それぞれラスパイレス指数により判断したところである。

条　　例

● 山都町一般職の職員の給与並びに町長、副町長及び教育長の給与の臨時特例に関する条例

● 山都町鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例

　国家公務員の給与の減額措置を踏まえ、平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日までの
間（「特例期間」といいます。）、町においても、一般職の職員の給与、町長、副町長及び
教育長の給与の支給額を、1.5％から3.0％までの率で減額することになりました。

山都町役場　浜町事務所

捕獲されたイノシシ

平成25年第2回定例会では、一部改正も含め、7件の条例が制定されました。その主なものをご紹介します。

4議会だより「山都」 第9号



Q  今回の改正は、大矢野原演習
場周辺地域の事業について限
定したものなのか。

A��必ずしも限定したというもので
はないが、今回の事業は、障害
防止事業で対象とならないも
のであり、調整交付金事業によ
り土地改良事業を実施するた
めの受益者分担金に係る部分
の改正である。

Q  移住者を呼び込むという趣旨は十分理解できるが、使用料の額が高すぎるのではないか。
A��他の団体においては月額当たり数千円という例もあるが、浄化槽の維持費もご負担いただ
くことで使用料に含めている。担当課内で十分協議した。

Q  浄化槽の維持費は負担しても
らい、その他は無料でいいの
ではないか。

Q �使用料を無料とするのはどうか
と思う。減免条項もあり、運用
の中で考慮してはどうか。

A  使用料は、無料から低料金ま
での間で検討した。一定額の
料金を負担していただき、今後
様子をみていくこととしたい。

● 山都町建設事業分担金徴収条例の一部を改正する条例

● 山都町短期滞在施設条例

　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業を活用して、土地改良事業を施行するに当たり、
その受益者から新たに分担金を徴収するため、その率について設定するための改正です。

　町外から本町に移住したいと希望される方が、本町において一定期間、生活体験等をして
いただくための施設として、町が短期滞在施設を設けます。町の風土や環境を体感し、町民
の皆さんとの交流を通じて山都町のことを知ってもらったり、移住のための住宅探しや空き家
を改修するなど、移住のための足がかりとして滞在していただくための施設です。この施設を
設置するために条例が制定されました。

浦田水路

短期滞在施設（旧蘇陽病院医師住宅）
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「山都町短期滞在施設条例」の概要

名称 所在地 面積(m2) 構造 使用料（円）
1号棟 山都町滝上526 82.5 木造平屋建  月額16,400
3号棟A 〃 69.0 木造平屋建(3号棟Bの棟続き) 月額13,000
3号棟B 〃 69.0 木造平屋建(3号棟Aの棟続き) 月額13,000
5号棟 〃 75.0 木造二階建 月額14,400
6号棟A 〃 75.0 木造二階建(6号棟Bの棟続き) 月額14,400
6号棟B 〃 75.0 木造二階建(6号棟Aの棟続き) 月額14,400

　本町の定住促進を目的として、町外から本町への移住を希望、検討する者（移住希望者等）
が本町への移住に向けて必要な調査や準備を行い、または町民等との交流を実施する間に
滞在することができる施設として、短期滞在施設を設置、運用します。（旧蘇陽病院医師住
宅のうち、４棟６戸）

　移住希望者等で、次のいずれかに該当する方とします。
　•本町内に居住するための住宅（空き家等）の探索をする方
　•居住するための住宅（空き家等）の修理、改修を行う方
　•移住のために必要な情報等を収集するために、町民・集落等と交流する方
　•その他、本町の定住・移住のために町長が特に必要と認める者

　•使用期間は、最大１年間です。
　•使用料は、使用期間の全額分を原則前納していただきます（使用料は１ヶ月単位）。
　•電気、ガス、水道、電話及び自治会(組)費の他、専ら居住者の使用に係る費用は、使用
　　者の負担となります

１．施設設置・運用の目的

2．使用対象者

3．施設・使用料一覧

4．使用条件・費用負担等

【山都町短期滞在用施設設置イメージ】

《集落Ａ》

《集落Ｂ》

《集落Ｃ》

「この人（家族）だったら、集落
に来てもらってもいいなぁ」

空き家等の紹介、地元
所有者との仲介、相談

地元集落も納得の
うえで移住希望者
を迎えることが可能

短期滞在施設に滞在しながら移住先
住宅（空き家等）の修繕や改修を行うな
ど、生活を整えるための準備も行える。

短期滞在用施設
(※最大１年の滞在)

移住希望者等

地域性や人柄をお互いに
知り合う機会、時間

■移住のための地域、住宅（空き家）等
の探索
■町民、町内各集落との交流（祭、イベ
ント、地域活動等）など

短期滞在用施設を拠点に、

↓
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一　般　質　問
『
町
長
の
選
挙
公
約
と
政
治
姿
勢
』

問
　
県
民
新
聞
の
報
道
に
つ
い
て（
事
実
関
係
は
）。

答
　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、町
政
と
は
関
係
の
な
い
個
人
の

私
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
が
、

た
だ
今
弁
護
士
と
相
談
し
て
い
る
。町
長
の
重
責
は
非
常
に
重

た
い
。町
政
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
く
。

問
　
集
落
営
農
の
充
実
を
す
る
こ
と
で
今
後
の
農
業
活
性

化
を
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、具
体
的
に
は
。

答
　
集
落
を
単
位
と
し
て
協
働
す
る
も
の
で
、農
業
機
械
の

管
理
、農
地
の
管
理
、地
域
の
担
い
手
を
活
用
し
な
が
ら
効
率

化
を
図
る
が
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
し
て
い
く
。そ
の

た
め
に
も
、認
定
農
業
者
の
方
々
に
中
心
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

『
新
庁
舎
用
地
費
』

問
　
新
庁
舎
が
来
年
に
は
完
成
す
る
が
、ま
だ
未
公
開
の
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、す
べ
て
交
渉
は
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、用
地

費
、建
物
購
入
代
金
に
つ
い
て
、公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
用
地
費
、建
物
移
転
の
補
償
費
等
、交
渉
の
途
中
に
お

い
て
は
非
開
示
と
し
て
い
た
。用
地
費
に
つ
い
て
は
、開
示
請
求

が
あ
れ
ば
条
例
に
基
づ
き
公
開
す
る
が
、建
物
に
つ
い
て
は
、内

部
の
構
造
等
も
あ
り
、個
人
の
財
産
状
況
を
公
開
す
る
こ
と
に

な
り
、非
開
示
情
報
に
該
当
す
る
の
で
開
示
で
き
な
い
。

『
今
後
の
保
育
の
あ
り
方
』

問
　
今
年
度
予
算
で
２
私
立
保
育
所
に
建
替

え
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。新
生
児
の
減
少
が

依
然
続
い
て
い
る
が
、見
直
し
案
は
ま
と
ま
っ
た
の

か
。答

　
現
在
、公
立
保
育
園
は
9
園
・
定
員
総
数

3
7
5
名
に
対
し
入
所
児
童
数
2
9
4
名
で
入

所
率
は
78
．４
パ
ー
セ
ン
ト
、私
立
保
育
園
は
４

園
・
定
員
総
数
1
4
5
名
に
対
し
入
所
児
童
数

1
7
2
名
で
入
所
率
は
1
1
8
．6
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
。こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、こ
れ
ま
で

児
童
福
祉
部
会
を
５
回
開
催
し
３
月
19
日
に
素

案
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。そ
れ
を
基
に
見

直
し
案
を
作
成
し
、そ
の
後
に
保
護
者
等
と
協
議

を
し
て
い
く
。

『
最
終
処
分
場
に
つい
て
』

問
　
現
在
の
状
況
と
見
通
し
に
つ
い
て
。

答
　
用
地
６
筆
の
内
４
筆
は
契
約
済
み
で
あ

る
が
、２
筆
は
相
続
登
記
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
県
と
協
議
中
で

あ
り
、方
法
は
順
次
報
告
し
て
い
く
。

問　
予
定
地
の
借
地
料
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
　
25
年
度
か
ら
支
払
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

問
　
再
検
討
の
必
要
は
な
い
か
。

答
　
現
在
の
工
法
を
含
め
、協
議
の
中
で
専

門
家
も
入
れ
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、新
た
な
考
え

（
新
工
法
）も
含
め
県
と
協
議
を
し
て
い
く
。

飯開　和雄

浜町乳児保育園
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一　般　質　問

『
公
立
保
育
園
の
統
合
の
進
捗
状
況
』

問
　
何
年
も
前
か
ら
話
し
合
い
は
あ
る
が
一つ
も
進
ま
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

答
　
保
育
園
統
合
の
素
案
に
つ
い
て
各
地
区
で
統
廃
合
の

案
を
検
討
し
て
い
る
。意
見
、要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

る
。問

　
現
在
の
進
み
具
合
を
説
明
願
い
ま
す
。

答
　
素
案
を
基
に
今
年
中
に
計
画
を
決
定
し
保
護
者
に
理

解
を
求
め
28
年
度
に
新
園
舎
の
開
園
を
目
指
す
。

問
　
へ
き
地
保
育
園
も
含
め
検
討
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
の
所
は
な
い
が
、28
年
度
開
園
時
に
検
討
し
た
い
。

『
最
終
処
分
場
建
設
の
進
捗
状
況
』

問
　
平
成
17
年
１
月
に
覚
書
と
し
て
調
印
さ
れ
て
い
る
が
、

調
印
ま
で
10
年
、調
印
し
て
か
ら
８
年
か
か
っ
て
い
る
が
な
ぜ
進

ま
な
い
の
か
。

答
　
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
今
ま
で
議
論
が
あ
っ
て
い
る
。環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
手
続
を
踏
ん
で
い
る
。ま
た
、変
更

が
伴
う
場
合
は
、県
と
協
議
し
一
連
の
手
続
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
振
興
資
金
を
公
民
館
の
建
替
え
や
改
修
に
活
用
し
た

い
と
い
う
意
向
が
あ
る
よ
う
だ
が
、ど
の
よ
う
に
地
元
に
支
払

う
の
か
。

答
　
振
興
資
金
に
つ
い
て
は
覚
書
に
記
載
も
あ
り
、そ
の
主

旨
に
則
っ
て
、処
分
場
が
建
設
さ
れ
る
前
ま
で
に
協
議
し
て
行
く
。

問
　
県
は
住
宅
地
や
水
源
地
の
近
く
に
は
建
設
し
な
い
と

あ
る
が
。

答
　
そ
の
こ
と
も
含
め
て
県
と
協
議
を
し
て
い
る
。

『
竜
宮
滝
発
電
所
』

問
　
竜
宮
滝
発
電
所
に
つ
い
て
九
電
は
大
矢
川
水
利
組
合

に
用
水
路
使
用
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。南
阿
蘇
の

同
規
模
の
発
電
所
に
つ
い
て
他
社
が
地
元
水
利
組
合
に
支
払

う
予
定
の
同
使
用
料
の
額
は
、そ
れ
と
比
較
し
て
相
当
多
額
だ

と
承
知
し
て
い
る
。竜
宮
滝
発
電
所
に
つ
い
て
町
の
か
か
わ
り
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

答
　
九
電
と
地
元
の
間
に
、平
成
21
年
か
ら
こ
れ
ま
で
、説

明
も
含
め
29
回
程
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。町
は
、そ
の
協
議
の

際
、地
元
を
支
援
し
、地
元
の
意
向
を
大
切
に
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。地
元
で
発
電
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
町

は
そ
の
援
助
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。協
議
が
進
む
中
で
、地

元
が
九
電
の
発
電
計
画
で
行
き
た
い
と
い
う
意
向
を
示
さ
れ
、

4
月
に
総
会
で
承
認
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。

問
　
竜
宮
滝
発
電
所
の
固
定
資
産
税
は
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
か
。

答
　
発
電
所
完
成
時
の
固
定
資
産
額
に
つ
い
て
明
確
な
額

は
解
ら
な
い
が
、土
地
、建
物
、償
却
資
産
に
つ
い
て
課
税
さ
れ

る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

『
集
落
内
の
町
道
の
整
備
』

問
　
緊
急
時
に
、消
防
車
、救
急
車
も
通
ら
な
い
町
道
が
沢

山
あ
る
。少
し
で
も
早
く
整
備
が
で
き
な
い
か
。

答
　
地
域
、地
権
者
の
理
解
が
あ
れ
ば
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

『
矢
部
地
区
の
緊
急
サ
イ
レ
ン
』

問
　
サ
イ
レ
ン
は
、緊
急
時
に
一
定
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
有
効

な
手
段
で
あ
る
が
、何
年
も
前
か
ら
故
障
し
て
い
る
。な
ぜ
修
理

で
き
な
い
の
か
。

答
　
サ
イ
レ
ン
は
有
効
な
手
段
と
思
う
が
、防
災
計
画
の
中

で
必
要
性
を
見
直
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

『
通
潤
橋
周
辺
の
景
観
整
備
』

問
　
通
潤
橋
周
辺
に
各
種
団
体
が
紅
葉
、桜
、け
や
き
等
を

植
栽
し
て
い
た
が
、伐
採
さ
れ
て
い
る
。植
栽
し
た
人
に
了
解
は

得
て
い
る
の
か
。

答
　
町
は
、景
観
形
成
緑
化
整
備
計
画
に
基
づ
き
、通
潤
橋

周
辺
の
景
観
形
成
に
つ
い
て
、関
係
課
と
協
議
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。そ
の
際
、景
観
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
伐
採
さ
せ
て

頂
い
た
。

　
植
栽
を
行
っ
た
方
々
の
思
い
は
十
分
理
解
し
て
い
る
つ
も
り

で
あ
る
が
、事
前
に
連
絡
を
せ
ず
に
伐
採
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。

井手　邦男

通潤橋周辺の伐採地
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一　般　質　問

『
営
農
と
不
可
分
の
集
落
維
持
の
具
体
策
』

問
　
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
既
成
事
実
化
し
て
、農
地
の
集
約

を
図
り
、企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
参
入
に
よ
る
大
規
模
農
業
を

目
指
し
て
い
る
。そ
れ
は
農
業
を
市
場
原
理
に
よ
る
産
業
的
価

値
観
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。一
方
、町
長
が
唱
え
る
集
落
営

農
は
市
場
原
理
と
は
無
縁
の
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
の
豊
か

な
実
り
を
喜
ぶ
価
値
意
識
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。そ
う
で
あ
れ

ば
、自
家
消
費
的
生
業（
な
り
わ
い
）を
想
定
し
た
共
同
体
農
業

に
的
を
絞
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
国
は
、担
い
手
に
集
中
す
る
大
規
模
農
家
を
育
成
し
て

い
く
方
向
に
あ
る
が
、本
町
に
お
い
て
は
農
地
の
集
積
は
難
し

い
。本
町
の
農
業
を
支
え
て
い
る
の
は
小
規
模
な
農
家
で
あ
り
、

小
規
模
な
農
業
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、集
落

営
農
を
推
進
す
る
上
に
お
い
て
は
、町
の
農
業
の
事
情
を
良
く

知
っ
て
お
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
あ
り
、リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
含
め
て
、具
体
的
な
施
策
を
進
め
て
参
り
た
い
。

『
緑
の
雇
用
創
出
』

問
　
緑
の
雇
用
創
出
の
状
況
は
。

答
　
国
の
計
画
に
基
づ
き
、本
町
10
カ
年
計
画
を
作
成
し
た
。

健
全
な
森
林
資
源
の
造
成
、水
路
の
保
全
、公
園
的
な
利
用
等
。

ま
た
、木
材
受
給
率
50
％
に
上
げ
る
計
画
で
あ
る
。若
者
の
雇

用
に
つ
い
て
は
17
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

『
大
面
積
皆
伐
と
山
地
災
害
』

問
　
山
地
災
害
防
止
に
た
め
に
大
面
積
皆
伐
の
規
制
を
求

め
た
い
。

答
　
大
面
積
の
伐
採
で
あ
る
が
、伐
採
後
は
5
年
以
内
に
造

林
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、伐
採
の
規
制
に
つ
い
て
は

1
h
a
以
上
は
許
可
が
必
要
で
あ
り
、上
限
は
20
h
a
で
あ
る
。

『
5
・
23
集
会
の
更
な
る
充
実
』

問
　
子
ど
も
の
発
達
に
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
は
不
可
欠
だ
。

そ
の
中
か
ら
豊
か
な
感
性
が
生
ま
れ
る
。５
・
23
人
権
集
会
に

対
す
る
広
が
り
と
質
の
向
上
が
見
ら
れ
て
喜
ば
し
い
が
、さ
ら

な
る
充
実
策
は
。

答
　
子
ど
も
に
と
っ
て
自
然
と
の
触
れ
合
い
は
不
可
欠
で
あ

る
。小
動
物
の
観
察
、泥
ん
こ
遊
び
等
を
享
受
し
な
が
ら
自
然

観
察
を
自
分
の
も
の
に
し
て
欲
し
い
。5
・
23
集
会
の
目
的
、内

容
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。大
人
も
子
ど
も
も
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
し
、子
ど
も
の
優
し
い
気
持
ち
を
大

人
も
共
有
し
て
ほ
し
い
。集
会
は
単
な
る
発
表
会
で
は
な
い
。今

後
の
人
権
集
会
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

『
清
和
文
楽
の
持
続
可
能
な
維
持
施
策
』

問
　
文
楽
の
遣
い
手
補
助
に
、役
場
職
員
が
ク
ラ
ブ
と
し
て

参
加
は
で
き
な
い
か
。

答
　
後
継
者
育
成
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、そ
の
前
に
考

え
て
い
く
べ
き
施
策
が
あ
る
。例
え
ば
、保
存
会
の
募
集
に
際
し

生
活
の
保
障
を
行
う
こ
と
や
、講
演
時
の
手
当
て
の
保
障
、稽

古
場
や
休
憩
施
設
の
確
保
や
改
善
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。観
光

行
政
と
文
化
行
政
と
の
両
面
か
ら
考
え
て
参
り
た
い
。

中村　益行

大面積の伐採あと

清和文楽
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一　般　質　問

『
財
政
運
営
の
今
後
』

問
　
24
年
度
の
決
算
状
況
は
。

答
　
現
在
精
査
中
で
、概
算
で
申
し
上
げ
る
と
、歳
入
総
額

１
４
３
億
９
４
０
０
万
円
。歳
出
総
額
１
３
７
億
５
０
０
０
万

円
。実
質
収
支
額
３
億
９
０
０
０
万
円
。

問
　
あ
と
数
年
で
合
併
の
優
遇
措
置
が
終
わ
り
地
方
交
付

税
が
減
額
さ
れ
る
が
、今
後
の
財
政
運
営
は
。

答
　
激
変
緩
和
措
置
が
あ
る
が
、平
成
32
年
度
か
ら
11
億

円
ほ
ど
減
額
と
な
る
と
試
算
さ
れ
、行
政
コ
ス
ト
を
意
識
し
た

事
務
事
業
の
見
直
し
、組
織
効
率
化
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
、

公
債
費
の
縮
減
と
有
利
債
の
活
用
、補
助
金
の
整
理
合
理
化

等
々
、中
期
財
政
計
画
を
策
定
し
、自
主
性
、自
立
性
の
高
い

行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

『
町
民
の
声
の
反
映
』

問
　
第
二
次
総
合
計
画
の
策
定
準
備
を
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、そ
の
方
法
は
。

答
　
２
０
１
１
年
の
自
治
法
改
正
に
よ
り
に
基
本
構
想
策

定
の
義
務
付
け
が
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、総
合
計
画
は
町
の

基
軸
と
な
る
も
の
で
あ
る
。町
の
最
上
位
計
画
で
も
あ
り
、拘

束
力
を
担
保
す
る
た
め
に
も
、議
会
の
議
決
が
前
提
と
な
る
よ

う
、手
続
の
条
例
化
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、町
民
の
声
、と
く
に
若
い
人
の

声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
が
如
何
か
。

答
　
自
治
振
興
区
ご
と
に
意
見
を
聞
い
て
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
や

地
域
課
題
を
吸
い
上
げ
る
と
と
も
に
、町
行
政
と
し
て
進
む
べ

き
方
向
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、第
１
次
総
合
計
画
を
省
み
て
、

10
年
先
を
見
据
え
て
計
画
し
て
い
き
た
い
。

『
定
住
対
策
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
』

問
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
快
適
に
利
用
で
き
な
い
地
域
の
解

消
対
策
は
。

答
　
試
算
で
A
D
S
L
カ
バ
ー
率
が
60
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
。

光
ケ
ー
ブ
ル
、防
災
行
政
無
線
、衛
星
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
長
所
・
短
所
を
検
討
し
な
が
ら
、財
政

負
担
も
考
慮
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
移
住
定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
ネ
ッ
ト
網
の
整
備
は
必

須
で
あ
る
。そ
の
対
策
は
。

答
　
移
住
定
住
は
も
ち
ろ
ん
企
業
立
地
の
条
件
と
し
て
も

必
須
な
も
の
で
あ
る
。光
通
信
が
安
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
経
済
的
に
安
価
の
方
法
を
前
提
に
、早
急
に
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
た
い
。

問
　
役
場
浜
町
事
務

所
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
、若
い
人
の
居
住
区
域

に
で
き
な
い
か
。

答
　
九
州
中
央
自
動

車
道
の
完
成
を
見
据
え

て
、若
い
夫
婦
向
け
住

宅
に
つ
い
て
検
討
に
着

手
し
た
。今
後
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

『
防
犯
灯
、街
路
灯
の
整
備
』

問
　
要
綱
に
基
づ
き
本
町
が
電
気
料
を
負
担
し
て
い
る
街

路
灯
は
何
基
あ
る
の
か
。

答
　
浜
町
の
商
店
街
中
の
６
組
合
に
60
灯
・
40
万
６
千
円
、

そ
の
ほ
か
３
７
９
箇
所
・
２
６
０
万
円
を
支
出
し
て
い
る
。

問
　
商
店
街
の
街
路
灯
整
備
も
進
ん
で
い
る
今
、防
犯
灯
、

街
路
灯
の
あ
り
方
を
精
査
し
、見
直
し
も
含
め
、管
理
基
準
等

を
明
確
に
す
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

答
　
最
近
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
L
E
D
の
利
用
も
視

野
に
、防
犯
灯
、街
路
灯
の
位
置
づ
け
や
整
備
方
針
も
整
理
し

て
、条
例
化
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
い
。

『
起
業
に
対
す
る
助
成
制
度
』

問
　
本
町
で
業
を
起
こ
し
た
い
と
の
声
を
聞
く
。活
気
あ
る

町
づ
く
り
を
目
指
す
今
、町
は
応
援
体
制（
助
成
制
度
）を
作

る
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
24
年
度
補
正
予
算
熊
本
県
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
で

一
定
の
条
件
の
下
、人
件
費
に
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
。今
後
、

町
独
自
で
も
、新
た
に
起
業
す
る
人
を
対
象
に
店
舗
の
改
修
費

に
対
す
る
補
助
制
度
や
開
業
の
P
R
の
支
援
な
ど
、具
体
的

な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

赤星　喜十郎

役場 浜町事務所周辺

整備を待つ街路灯

10議会だより「山都」 第9号



一　般　質　問

『
急
速
に
進
む
人
口
減
少
と
高
齢
化
』

問
　
今
年
３
月
に
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
か
ら
、

日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
が
発
表
さ
れ
た
。２
０
４
０

年
に
本
町
の
人
口
は
８
７
０
０
人
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
55
．

４
パ
ー
セ
ン
ト
九
州
で
３
位
と
あ
り
、14
歳
以
下
で
は
７
．２

パ
ー
セ
ン
ト
と
県
下
一
低
い
も
の
だ
っ
た
。若
い
人
が
住
め
な
い
町

で
は
い
け
な
い
。副
町
長
が
本
町
に
赴
任
し
て
の
感
想
を
伺
い
た

い
。答

　
山
、川
、滝
、き
れ
い
な
水
や
空
気
、素
晴
ら
し
い
星
空

な
ど
自
然
が
豊
か
な
町
で
、都
会
で
失
わ
れ
た
も
の
、都
会
人

が
求
め
る
も
の
が
抱
負
に
あ
る
。一
方
で
、人
口
減
少
に
伴
う
集

落
の
維
持
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、農
林
業
の
担
い
手
不
足
、鳥

獣
被
害
、交
通
基
盤
や
医
療
格
差
な
ど
過
疎
地
の
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
も
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
国
は
、自
動
車
や
電
気
製
品
な
ど
工
業
政
策
を
重
視

し
、集
団
就
職
や
出
稼
ぎ
等
の
政
策
が
今
日
の
日
本
の
地
方
の

過
疎
を
生
み
出
し
た
。国
政
に
も
責
任
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

答
　
中
山
間
地
域
は
第
一
次
産
業
が
基
幹
産
業
で
あ
り
、河

川
の
上
流
に
位
置
し
、景
観
保
全
や
水
源
涵
養
な
ど
国
土
保

全
に
寄
与
し
て
い
る
。多
く
の
人
材
も
供
給
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、都
市
と
は
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
る
。し
か
し
、自
然

が
豊
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、人
の
営
み
が
あ
っ
て
こ
そ
の

こ
と
で
あ
り
、人
が
い
な
い
と
土
地
が
守
れ
な
い
。過
疎
地
域
で

あ
っ
て
も
、身
の
丈
に
応
じ
た
対
策
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問
　
若
い
人
が
住
む
町
に
す
る
た
め
に
町
は
ど
ん
な
政
策
を

進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
国
全
体
が
人
口
減
少
に
入
っ
て
い
る
が
、本
町
の
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
。財
政
的
に
は
過
疎
債

等
の
有
利
債
を
有
効
に
利
用
す
る
な
ど
健
全
化
を
進
め
て
行

く
。ま
た
、集
落
を
保
持
す
る
た
め
に
も
集
落
営
農
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。子
ど
も
の
医
療
制
度
を
含
め
福
祉
対
策

を
充
実
さ
せ
る
。後
数
年
で
高
速
道
路
が
開
通
す
る
が
、都
市

か
ら
の
移
住
も
含
め
、こ
の
後
も
移
住
・
定
住
対
策
に
努
め
て

行
く
。

問
　
定
住
促
進
事
業
で
作
ら
れ
た「
そ
よ
風
パ
ー
ク
」は
、経

済
的
に
、人
的
に
地
域
に
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
都
市
と
農
村
の
交
流
施
設
、定
住
促
進
を
含
め
作
ら

れ
た
体
験
型
の
交
流
施
設
と
し
て
い
る
。物
産
等
の
販
売
、食

材
は
地
元
産
1
0
0
％
で
あ
り
、地
域
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
あ
る
。職
員
も
40
名
で
地
元
採
用
で
あ
り
、地
域
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

問
　
人
が
住
め
ば
文
化
が
あ
り
、文
化
財
が
あ
る
。過
疎

に
よ
り
文
化
の
継
承
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、町
の
文
化

財
の
保
護
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。写
真
、ビ
デ
オ
、

D
V
D
な
ど
で
保
存
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
旧
町
村
単
位
で
神
社
等
の
文
化
財
に
つ
い
て
調
査
を

し
て
い
る
。そ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、町
史
、村
史
に
掲
載

し
て
い
る
。

　
文
化
を
継
承
し
て
い
く
施
策
の
一
例
と
し
て
、今
回
、阿
蘇
大

川
神
社
の
舞
台
改
修
に
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

田上　　聖

老人ホーム「浜美荘」

そよ風パークのバイキング
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一　般　質　問

『
町
長
の
公
約「
旧
町
村
の
垣
根
を
越
え
た
新
し
い

山
都
町
を
つ
く
り
た
い
」の
具
体
策
』

問
　
前
町
政
８
年
間
で
一
体
感
の
醸
成
が
達
成
で
き
ず
町

民
は
失
望
と
閉
塞
感
が
充
満
し
て
い
る
。町
政
執
行
は
前
例
踏

襲
を
避
け
て
対
話
に
よ
る
オ
ー
ル
山
都
町
体
制
で
行
く
と
の
こ

と
だ
が
統
治
力
と
そ
の
覚
悟
は
。

答
　
町
民
と
の
対
話
を
一
貫
と
す
る
。各

地
域
を
回
っ
て
山
都
町
の
課
題
を
確
認
で
き

た
。優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。ま
た
、自
治
振
興
区
単
位
で
座
談

会
を
実
施
し
、垣
根
を
越
え
た
町
政
を
目
指

す
。真
に
必
要
な
事
業
を
見
極
め
、前
例
踏
襲

の
予
算
編
成
を
行
わ
な
い
。

『
庁
舎
建
築
に
関
わ
る
用
地
の
取
得
費
』

問
　
用
地
取
得
費
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

答
　
１
億
６
４
１
４
万
７
千
円
。

問
　
山
水
用
地
取
得
費
の
支
払
総
額
は

（
土
地
代
、家
屋
解
体
費
、事
前
調
査
費
、裁

判
費
用
。）

答
　
３
０
０
６
万
３
千
円
。

問
　
民
間
居
宅
２
棟
分
の
補
償
費
。

答
　
２
４
１
８
万
８
千
円
。　

問
　
駐
車
場
の
用
地
費
及
び
建
設
費
用
額
。

答
　
用
地
費
は
４
２
０
２
万
４
千
円
。建
設
費
は

６
５
４
３
万
円
。

問
　
国
道
バ
イ
パ
ス
へ
の
取
付
道
路
用
地
の
取
得
費
及
び
建

設
費
用
額
は
。

答
　
取
得
費
は
７
１
７
８
万
５
千
円
。建
設
費
用
は

１
億
４
７
６
７
万
４
千
円
。

問
　
ひ
ま
わ
り（
店
舗
）の
補

償
費
及
び
購
入
の
必
要
性
に
つ

い
て
。

答
　
補
償
費
に
つ
い
て
は
、個

人
の
所
得
又
は
財
産
に
関
す
る

非
開
示
情
報
に
該
当
す
る
た
め

公
表
は
差
し
控
え
た
い
。

　
新
た
に
交
差
点
部
分
と
な

り
国
道
か
ら
の
進
入
の
困
難
性

か
ら
店
舗
の
利
便
性
が
著
し
く

低
下
し
、５
つ
の
移
転
工
法
を

検
討
し
た
結
果
、構
外
再
構
築

工
法
に
よ
り
補
償
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

問
　
新
庁
舎
に
関
わ
る
総
額

（
備
品
、電
算
費
等
を
含
む
。）

答
　
備
品
、電
算
費
等
に
つ
い

て
は
未
確
定
で
あ
る
が
、こ
れ
ま

で
要
し
た
総
額
は
、19
億
２
千
万
円
で
あ
る
。

問
　
新
庁
舎
の
全
容
と
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
。

答
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
、建
築
面
積

１
９
３
３
㎡
、延
べ
床
面
積
４
７
９
２
㎡
。周
囲
の
環
境
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
徹
底

し
た
。

『
教
育
委
員
会
制
度
に
関
す
る
提
言
』

問
　
教
育
再
生
実
行
会
議
の
提
言
は
、現
行
の
教
育
委
員

会
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
で
あ
り
、現
在
の
無
責
任
体
制
を
改

革
し
て
、教
育
の
責
任
を
明
確
化
し
、道
徳
教
育
、歴
史
教
育
、

家
庭
教
育
の
柱
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
が
、

委
員
長
の
認
識
は
。

答
　
正
式
に
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
答
弁
で
き
な
い
。

問
　
教
育
長
は
私
の
12
月
定
例
会
の
質
問
で
の
答
弁
に
先

立
ち
、一
人
の
子
ど
も
の
い
じ
め
の
問
題
を
議
会
で
論
議
し
て
よ

い
の
か
と
議
長
に
逆
質
問
し
た
が
、一
人
の
子
ど
も
の
い
じ
め
問

題
を
議
会
が
論
議
す
る
こ
と
が
あ
た
か
も
間
違
い
か
の
認
識
の

よ
う
で
あ
る
が
。

答
　
一
人
の
子
ど
も
と
い
う
部
分
的
な
話
で
は
な
く
、警
察
、

相
談
員
と
相
談
し
て
広
く
考
え
て
い
こ
う
と
し
た
。暴
力
に
つ
い

て
は
警
察
に
任
せ
た
。結
果
、い
じ
め
で
は
な
く
ケ
ン
カ
と
し
て

の
結
論
を
得
た
。

『
山
都
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
運
営
状
況
』

問
　
こ
の
会
の
運
営
は
会
長
の
専
横
独
断
で
あ
り
、常
時
混

乱
と
紛
争
の
総
会
と
な
っ
て
お
り
、会
員
の
不
平
が
充
満
し
て
い

る
。代
表
を
更
迭
し
て
、公
正
な
運
営
に
な
る
よ
う
に
指
導
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
ご
指
摘
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、今
後
指
導
に
当

た
っ
て
行
き
た
い
。

本田　忠次

新庁舎工事現場
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一　般　質　問

『
防
災
対
策
』

問
　
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
想
定
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

答
　
防
災
対
策
に
つ
い
て
、災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
防

災
計
画
を
策
定
し
、各
機
関
と
連
携
し
て
い
る
。災
害
の
場
合
、

職
員
の
配
置
、食
料
の
配
備
を
実
施
す
る
。

問
　
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
支
援
方
法
は
。

答
　
51
カ
所
、2
，2
5
5
世
帯
で
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、未

組
織
地
域
に
つ
い
て
は
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
。支
援
に
つ
い
て
、

町
独
自
で
は
無
い
が
、組
織
を
設
立
す
る
と
き
県
か
ら
の
支
援

制
度
は
あ
る
。そ
の
他
、コ
ミュニ
テ
ィ
ー
補
助
を
活
用
し
て
い
く
。

問
　
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答
　
県
と
の
連
携
の
中
で
は
訓
練
を
し
て
い
る
が
、本
町
独

自
で
は
し
て
い
な
い
。訓
練
は
大
事
で
あ
り
、地
域
消
防
団
と
連

携
し
て
行
う
。

『
九
州
脊
梁
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
』

問
　
町
を
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
平
成
20
年
か
ら
始
り
、本
年

は
9
月
29
日
に
開
催
予
定
で
あ
る
。

緑
川
自
治
振
興
区
の
手
助
け
を

受
け
な
が
ら
観
光
協
会
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。参
加
人
員
は
4
0
0

名
が
精
一
杯
で
あ
り
、今
後
は
、訓
練
用
と
し
て
通
年
型
の
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
提
供
し
た
い
。

『
企
業
誘
致
』

問
　
今
ま
で
に
行
動
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

答
　
企
業
誘
致
連
絡
会
を
通
し
て
打
診
し
て
い
る
。企
業
誘

致
は
重
大
な
課
題
で
あ
る
が
、企
業
側
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応

で
き
る
場
所
が
な
い
。今
で
も
複
数
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
て
い

る
。真
摯
に
考
え
て
い
る
。

問
　
課
題
は
何
で
す
か
。

答
　
本
町
で
は
道
路
事
情
の
悪
さ
等
が
あ
る
が
、本
町
に
合

う
も
の
を
考
え
て
い
る
。

『
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
』

問
　
今
ま
で
と
異
な
る
抜
本
的
な
対
策
と
捕
獲
支
援
の
現

状
は
。

答
　
国
は
交
付
金
の
中
で
30
万
頭
捕
獲
を
提
唱
し
て
い
る
。

実
施
隊
を
作
り
、認
定
し
、報
酬
を
支
払
う
。こ
の
場
合
、緊
急

捕
獲
で
あ
り
、銃
を
持
っ
た
猟
友
会
が
中
心
と
な
る
。

問
　
加
工
場
視
察
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答
　
佐
賀
県
武
雄
市
を
視
察
し
た
が
、同
市
は
面
積
が
狭

く
、処
理
場
ま
で
20
分
以
内
で
持
っ
て
い
け
る
。本
町
に
お
い
て

は
、今
後
、検
討
委
員
会
の
中
で
処
理
加
工
場
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

問
　
ペッ
ト
フ
ー
ド
と
し
て
加
工
し
、そ
の
商
品
登
録
は
で
き

な
い
か
。

答
　
視
察
先
で
は
、食
肉
用
に
加
工
で
き
な
い
も
の
は
農
業

用
肥
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。有
り
が
た

い
ご
提
案
な
の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

『
蘇
陽
病
院
と
薬
局

の
位
置
』

問
　
病
院
か
ら
薬
局
ま

で
は
距
離
が
あ
り
、不
便

を
来
た
し
て
い
る
。改
善
で

き
る
方
法
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
が
。

答
　
薬
局
は
、医
薬
分

業
の
面
か
ら
、病
院
と
同
一

の
敷
地
内
に
は
設
置
で
き

な
い
。

　
薬
局
に
お
か
れ
て
も
、利

用
者
の
利
便
性
を
考
え
て
、

で
き
る
限
り
近
い
場
所
に
設
置
し
た
い
と
と
努
力
さ
れ
て
き
た

経
緯
は
あ
る
が
、現
在
地
と
な
っ
て
い
る
。ご
提
案
の
と
お
り
病

院
の
裏
口
を
通
っ
て
利
用
で
き
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

『
発
達
障
害
に
つ
い
て
』

問
　
発
達
障
害
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

答
　
発
達
障
害
は
、心
身
の
機
能
の
発
達
に
困
難
が
あ
る
、

あ
る
い
は
著
し
く
緩
慢
な
状
態
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
、そ
れ

を
疑
わ
せ
る
兆
候
や
症
状
は
、発
達
が
遅
れ
る
、発
達
の
質
に

違
い
が
生
じ
る
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
あ
る
。

問
　
教
育
の
指
導
方
法
は
。

答
　
発
達
障
害
と
認
定
す
る
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。

あ
る
部
分
だ
け
を
と
ら
え
て
そ
う
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、こ
ど
も
は
そ
の
成
長
の
過
程
に
お
い
て
変
化
し
て
行
く
も

の
で
あ
る
か
ら
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。

　
対
応
と
し
て
は
、さ
ら
に
一
人
先
生
を
付
け
た
り
、ま
た
、専

門
の
先
生
、特
別
教
諭
を
確
保
し
た
り
、教
育
の
場
を
確
保
し

て
い
る
。

藤澤　和生

トレイルランスタート

蘇陽調剤薬局
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一　般　質　問

『
記
事
の
事
実
関
係
』

問
　「
私
生
活
の
こ
と
で
答
え
ら
れ
な
い
」と
答
弁
し
て
い
る

が
、ウ
ソ
の
報
道
で
あ
れ
ば
訴
訟
を
起
こ
す
べ
き
だ
。そ
れ
が
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
認
め
た
と
い
う
解
釈
で
い
い
の
か
。

答
　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
弁
護
士
と
相
談
し
て
い
る
。町
政

に
重
点
を
置
き
た
い
。

問
　
こ
の
機
会
は
弁
明
す
る
良
い
機
会
で
あ
る
。あ
の
報
道

は
全
く
の
事
実
無
根
だ
と
な
ぜ
い
え
な
い
の
か
。

答
　
重
ね
て
弁
護
士
と
相
談
し
て
い
る
。町
政
に
集
中
し
た
い
。

問
　
一
般
論
と
し
て
過
去
に
代
議
士
及
び
町
職
員
も
女
性

と
の
不
適
切
な
関
係
で
辞
め
た
例
が
あ
る
が
ど
う
思
う
か
。

答
　
そ
の
よ
う
な
件
は
承
知
し
て
い
な
い
。

問
　
先
の
選
挙
で
は
、相
手
陣
営
に
、弁
護
士
を
通
じ
て
警

告
書
ま
で
突
き
付
け
、事
実
無
根
だ
と
し
て
き
た
。そ
の
弁
護

士
は
、町
の
顧
問
弁
護
士
で
も
あ
っ
た
が
、不
適
切
で
は
な
か
っ

た
か
。

答
　
弁
護
士
は
、職
業
倫
理
の
点
に
お
い
て
妥
当
だ
と
判
断

さ
れ
た
も
の
だ
と
思
う
。

問
　
こ
の
状
況
の
中
で
対
話
に
よ
る
町
づ
く
り
が
で
き
る
の
か
。

答
　
対
話
に
よ
る
町
づ
く
り
を
選
挙
戦
で
訴
え
て
き
た
基

本
姿
勢
で
あ
る
。

問
　
身
の
潔
白
を
訴
え
、出
直
し
て
、改
め
て
出
て
く
る
気

は
な
い
の
か
。

答
　
真
摯
に
誠
実
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

『
大
矢
野
原
演
習
場
を
抱
え
る
中
で
』

問
　
も
っ
と
積
極
的
に
関
係
機
関
と
の
関
係
を
構
築
し
た
ら
。

答
　
年
間
3
0
0
日
以
上
、13
万
人
の
自
衛
隊
の
演
習
が

あ
り
、そ
れ
に
伴
う
期
成
会
等
か
ら
の
要
望
等
も
あ
っ
て
い
る
。

補
助
事
業
も
あ
る
が
、関
係
団
体
と
協
議
を
し
な
が
ら
打
診
し

て
い
く
。

問
　
大
矢
野
原
演
習
場
は
、本
町
に
と
っ
て
宝
で
あ
る
。そ
れ

を
活
か
す
た
め
に
、専
門
の
担
当
者
を
配
置
で
き
な
い
か
。

答
　
職
員
の
配
置
等
に
つ
い
て
は
期
成
会
か
ら
も
要
望
が

あ
っ
て
い
る
。色
々
な
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

『
新
庁
舎
へ
の
取
付
道
路
』

問
　
町
道
新
町
城
平
線
の
新
庁
舎
・
新
町
間
に
つ
い
て
、現

状
の
進
入
線
形
を
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
水
道
課
付
近
の
直
線
に
つ
い
て
は
、今
の
と
こ
ろ
そ
の

計
画
は
な
い
。現
在
の
道
路
を
改
良
す
る
こ
と
を
優
先
に
検
討

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、中
心
市
街
地
の
整
備
計
画
も
勘

案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

『
旧
浜
町
会
館
の
扱
い
、方
向
性
は
』

問
　
早
め
の
課
題
解
決
を
図
れ
な
い
か
。

答
　
利
活
用
に
つ
い
て
24
年
度
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
。各

種
団
体
、常
任
委
員
会
と
協
議
す
る
な
か
、観
光
客
に
魅
力
あ

る
施
設
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。浜
町
商
店
街
の
活
性
化
に
向

け
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
話
し
合
い
、以
前
の
思
い
を
再
認
識
し
た
。そ

の
計
画
に
修
正
を
か
け
な
が
ら
、改
修
か
建
て
替
え
か
、柔
軟

に
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。中
心
市

街
地
活
性
化
計
画
の
中
で
の
議
論
で
あ
る
が
、課
と
し
て
も
ど

こ
か
で
目
途
を
付
け
た
い
。

　
通
潤
橋
の
観
光
客
を
ど
う
や
っ
て
町
に
持
っ
て
く
る
か
で
あ
る
。

江藤　　強

大矢野原演習場
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一　般　質　問

『
公
立
学
校
の
敷
地
内
禁
煙
の
取
り
組
み
』

問
　
去
る
２
月
１
日
、く
ま
も
と
禁
煙
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
上

益
城
支
部
代
表
山
口
医
院
長
山
口
省
之
先
生
か
ら「
学
校
敷

地
内
禁
煙
を
求
め
る
要
望
書
」の
提
出
が
あ
っ
た
が
、そ
の
後
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
　
受
動
喫

煙
防
止
等
に
関
し

1
0
0
0
名
を

超
え
る
方
か
ら
要

望
書
が
出
た
。学

校
現
場
、P
T
A
、

住
民
に
お
願
い
し
、

役
場
で
は
課
と
連

携
し
対
応
し
て
い

る
。公
民
館
活
動

と
し
て
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
掲
示
し

て
い
る
。

『
災
害
時
に
お
け
る
避
難
誘
導
と
職
員
の
配
置
体
制
』

問
　
避
難
勧
告
が
予
想
さ
れ
る
地
域
で
の
高
齢
者（
特
に
寝

た
き
り
や
要
介
護
者
）の
把
握
は
万
全
で
あ
る
か
。

答
　
蘇
陽
地
区
で
は
23
ヶ
所
の
避
難
場
所
を
予
定
し
て
い

る
。当
地
区
に
は
3
4
9
名
の
要
介
護
者
が
い
る
が
、今
後
、実

態
把
握
に
努
め
る
。更
に
、消
防
団
、区
長
等
と
の
連
携
を
密
に

し
た
い
。

『
町
関
連
施
設
へ
の
ガ
ス
の
納
入
』

問
　
町
関
連
施
設
へ
の
ガ
ス
の
納
入
が
、一
業
者
の
独
占
と

な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、公
平
性
に
か
け
る
。今
後
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

答
　
町
の
関
連
施
設
の一
部
に
つ
い
て
は
、そ
の
建
築
の
段
階

か
ら
、特
殊
な
装
置
を
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
と
理
解

し
て
い
る
。当
時
の
供
給
形
態
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。今

後
の
供
給
に
つ
い
て
は
、町
の
弁
護
士
と
相
談
を
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

『
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
』

問
　
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
、実
施
地

域
の
面
積
要
件
に
つ
い
て
に
つ
い
て
拡
大
し
て
解
釈
し
、町
補
助

率
３
パ
ー
セ
ン
ト
を
引
き
上
げ
て
15
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。地
元

は
、用
地
交
渉
の
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
同
意
と
、整
備
後
の
農
地

の
貸
借
や
作
業
の
受
委
託
な
ど
農
地
の
流
動
化
に
努
め
、土
地

生
産
性
の
向
上
と
規
模
拡
大
を
図
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
は
、平
成
19
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
団
地
化
が
条
件
で

あ
る
が
、補
助
率
は
国
・
県
併
せ
て
85
％
、町
12
％
で
あ
り
、受

益
者
負
担
は
3
％
で
あ
る
。事
業
を
団
地
化
す
る
な
か
で
虫
食

い
状
態
に
な
る
場
合
も
あ
る
が
、1
0
0
％
補
助
は
無
理
が
あ

る
。町
単
独
の
土
地
改
良
費
に
本
年
度
1
0
0
0
万
円
を
予

算
化
し
て
い
る
。ま
ず
は
小
規
模
な
基
盤
整
備
を
し
て
い
く
。

問
　
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
制
度
の
町
の
認
証
制
度

に
つ
い
て
、三
年
間
の
実
績
を
伺
い
た
い
。

答
　
平
成
20
年
３
月
に
環
境
保
全
型
農
業
推
進
条
例
が
制

定
さ
れ
、同
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
。当
初
は
認
定
が
39
名
・

品
目
は
24
品
目
で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
激
減
し
、22
年
度
の
認

定
は
10
件
、今
年
度
は
５
件
、８
品
目
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
金
、銀
、銅
の
格
付
け
が
生
産
者
に
と
っ
て
付
加
価
値

が
あ
る
も
の
に
な
れ
ば
よ
い
が
、使
用
肥
料
の
記
載
に
つ
い
て
細

か
な
義
務
付
け
が
あ
っ
た
り
、負
担
が
重
い
の
で
は
な
い
か
。も
っ

と
簡
単
な
方
法
で
、生
産
者
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
方
策
を
お
願

い
し
た
い
。

答
　
安
心
、安
全
な
農
産
物
の
生
産
に
つ
い
て
は
、こ
の
地
で

古
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。町
独
自
の
制

度
と
国
の
制
度
を
う
ま
く
結
び
つ
け
、農
家
の
所
得
の
向
上
の

た
め
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
参
り
た
い
。

工藤　文範

禁煙協力の案内

安心・安全な農産物の表示を
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今
回
で
九
回
目
の
議
会
だ
よ

り
に
な
り
ま
す
。

　

毎
回
、
編
集
委
員
間
で
議
論

を
交
わ
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
紙
面
の
刷
新

を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
一
部

で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
回
よ
り

一
般
質
問
を
一
人
一
ペ
ー
ジ
に

編
集
し
読
み
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
を
皆
様
と

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

代
弁
し
な
が
ら
議
論
を
交
わ
す

場
が
議
場
で
す
。
今
後
と
も
議

論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
を
通
じ
。
私
た

ち
の
日
常
の
動
き
を
し
っ
か
り

と
見
守
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
の
紙
面
で
は
あ
り

ま
す
が
一
人
で
も
多
く
の
皆
様

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

井
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記

「九州中央自動車道建設促進沿線議会
協議会総会・決起大会」in延岡

経済建設常任委員会行政視察

　7月5日に、九州中央自動
車道の整備促進にむけて延
岡市で決起大会が開催され
ました。例年、多数の関係
者参加のもとで国に対し、
早期の整備に向けてアピー
ルしてきています。今後と
も、沿線住民一丸となって
運動を展開していかなけれ
ばなりません。

　6月28日に、建設常任委員会と担当課で行政視察を行いました。
　国土交通省、九州地方整備局、熊本河川国道事務所の御協力により3箇所の現場（小池高山
IC、田代第一トンネル、八勢川橋上部工工事）などを、熊本河川国道事務所の高倉課長および
各施行業者より進捗状況の説明を受けました。
　各現場とも予定工期より急ピッチで作業が進められていました。また各工事における最新の施
工技術の高さに驚くと同時に、作業現場の大変さに頭の下がる思いでした。
　達成年度も示されてきつつある中で、作業員の方々の安全を願いつつ、早期の供用開始に向け
ての期待が膨らむ視察でした。

（九州中央道、小池〜矢部間の進捗状況）

八勢川橋上部工 田代第一トンネル


